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小6／長めの文章を読んで、文章に書いてあることを2つえらびましょう
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1　水を守るを よんで、文章に書いてあることを2つえらびましょう。

地球にある水のうち、わたしたちが生活に使える真水は、ごくわずかにすぎない。その真水も、森林の土にたく
わえられ、川となり、長い時間をかけてめぐっている。工場や家庭から出るよごれた水をそのまま流せば、この
限られた水がよごれてしまう。使える水を守るには、水をよごさない工夫と、むだづかいをしない心がけの両方
が必要である。

1 雨水をためて、庭の水やりに使う家庭もある。

2 水道の水は、じょう水場できれいにされて家庭に届く。

3 真水は、森林の土にたくわえられ、川となってめぐる。

4 下水しょり場では、使った水をきれいにしてから川へもどす。

5 水を守るには、よごさない工夫とむだにしない心がけが要る。

2　助け合いの社会を よんで、文章に書いてあることを2つえらびましょう。

社会は、たくさんの人がそれぞれの役割を果たすことで成り立っている。農家が作物を育て、運送する人が運び
、店で売る人がいて、はじめてわたしたちは食べ物を手にできる。ふだんは意識しないが、わたしたちのくらし
は、見えないところで多くの人の働きに支えられている。たがいに支え合っていることに気づくことが、思いや
りのある社会の出発点になる。

1 電気や水道は、多くの人が働いて毎日届けられている。

2 農家や運ぶ人、売る人がいて、わたしたちは食べ物を手にできる。

3 ごみを集める人の働きが、町のきれいさを守っている。

4 お店にならぶ品物には、外国から運ばれてきたものも多くある。

5 見えないところで、多くの人の働きがくらしを支えている。


